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Abstract   

Wehavestudiedoninterre】ationshipbetwecnmarketingstruCtureandmulti・Stagepricingincase  

Ofpork，Cllickenandeggs．   

First・WeSuPPOSethtfampncesarerestrictedby丘Ⅹedrent，PrlCerigidity，Wholesalepriclng，and  

COStOffeed．AIso，WeeStimatedtheire触ct．   

Second，WeSuppOSethatreta組pricesarerestrictedby触edrent，Wholesalepricmg，andprice  

rigidity．Next，WeeStimatedtheireだect．  

Major血dingsarefollo＼＼・S．   

1－ Transactionstructurebetweenfarmersandwholesalersa鮎ctsonpricingoffarmcommod－  

ities．   

2・Consumer，si血rmationonqua批yofgoodsaffectsreta弘pricing・AIso．forporkandchicken，  

CuStOmerSmarketiscreated．  

Keywords‥ Mu鮎stageprlClng・Pricerigidity・Marketingstructure  

しかしながら，中小家畜生産物の流通過程に関しては  

不透明な部分も多く．従来の研究も生産構造や消費構遷  

に関するものに比して不十分な点が多かったことは否め  

ない。そこで本稿は，豚肉，鶏軋 鶏卵の流通構遷と段  

階別価格形成との相互関係について分析を行うものであ  

る。   

分析は次のような手順で進められる。   

第1に，豚軋 鶏肉，鶏卵について麓家販売価乳 卸  

発価格，小売価格の3つの価格系列．生産一卸売段階と  

卸兜－ノj、究段階の2つのマージン（もしくほ価格差）系  

列の動向の比較分析を行うは2）。   

1．序  

滋豚・ブロイラー巷鶏・採卵春鶴の3経営はしばしば  

中小家畜経営としてまとめて論簾されることが多い。わ  

が国虚栄の中でもとりわけ，単山化，大型化，裟澄化，  

畷用労働導入が進んでいる分野であり，そして生産技禰  

の面でも共通する点が多いためである恥。   

しかし，そのような生産構造の類似性の一方で，その  

生産物の流通構造は大きく異なっている。また，流通過  

程における段l轡別の価格形成についても大きな適いが見  

受けられる。  
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脇象販売価格データは『巌付物価貸金統計透の価格を  

月拘－た。対応する項目はそれぞれ「豚肉（肥別家）」「肉  

鶴けロイラー）」「鶏卵（M，1級）」である。   

卸兜価格データほ，豚肉については『食肉流通統計』  

「豚・東京市場・枝肉」，矧和こついては『鶏卵食庵流通  

統計』の「食腐・東京・と体・平均」，鶏卵については  

『鶏卵食泡流通統計』の「鶏卵・東京・M」の価格をそ  

れぞれ用いた。   

ここで，卸売価格と鹿家販究価格との姦を価格差と呼  

び，価格差の卸死価格に対する比率を価格差撃と呼ぶこ  

とにする。   

それらの推移を閲1－3に描いた。また，それぞれの  

基本統計蕊を衣1にまとめた。変動係数は価格変動の程  

度を教わすものである。それを品目間で比較すると，3  

品目の中では鶏肉において農家販売価格，卸兜価格とも  

第2に，卸売価格を中心として，鹿家販売価格および  

／ト究価格がどのような要因によって規定されているかを  

計数分析によって明らかにする。   

そして第3に．安国分析の絶凝と流通補遺・取引形態  

との相互関係について考察する。   

なお，分析の対象期問は1981－1990年の10年間である。  

2．生産一卸売段階  

ではまず，生産一卸売段ド削こついて分析する。なお分  

析の性格上，所有彗斐インテグレーションにおける内部取  

引は除外されていることになる。   

豚肉，鶏肉，鶏卵それぞれの価格系軋 マージン系列  

の動向を見てみることにする。データはいずれも1981－  

1990年の10年間の月別データである。  

単位：千閂／10Kg  

》   

7   

6   

5   

4   

3   

2   

1   

0  

即発価格  

鹿家般兜価格  

飼料価格  

価格差  

（卸売価格一段家販究価格）  
19＄2 1983 柑e4 1985 柑86 1987 19e8 19¢9 199め  

図1価格系列の推移（生産鵬卸死段階：豚肉）  

19＄1  

脚立：千円ハOKg  
3．5  

3  

2．5  

2  

1．5  

1  

臥5  

0  

卸兜価相  

鹿家放流価格  

飼料価格  

価格差  

（卸発価棉一農家販売価格）   

1g9119e2 1983 19e4 1985 1986 1987 19e8 1989 i99辺  
図2 価格系列の推移（生塵一即発段階：鶏肉）  
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単位：千明れOKg  

卸発価格  

鹿家販売機格  

飼料価格   

価格差  
㈲う宅価格一鹿家販売価格）  

19811982 1g83 1984 1985 1986 1987 19＄S 1989 ユ99辺  

図3 価格系列の推移（生産一卸売段階：鶏卵）  

寮1生産一卸売段‡噂の基本統計巌  

豚肉  鶏肉  

農家販発価格（円／10kg）   

平均倦   

変動係数a   

変数係数b  

卸究価格（門／10kg）   

平均値   

変動係数a   

変動係数b  

価格差（円／10kg）   

平均値   

変動係数a   

変動係数b  

価格差率（％）   

平均値   

変動係数a   

変動係数b  

飼料価格（円／10kg）   

平均倦   

変動係数a   

変動係数b  

3．746  2t248  

0t18  0．17  

0，14  0．04  

5．391  2，606  

0．21  0．14  

0．18  0．06  

1，645  358  

0．27  0．28  

0．2（5  0．14  

30．13  13．94  

0．09  0．30  

0．11  0．09  

1，289  1．429  

0，22  0．20  

0．02  0．01  

2，239  

0．27  

（1．1！）  

2、462  

0．25  

0．17  

224  

0．38  

0．13  

9．59  

0．‘ま6  

0．15  

1，292  

0．21  

0．02  

資料）農家販売職格，および飼料価格ほ『農相物価貸金統計』による。  

卸売価格は『食肉流通統計』『食．晦鶏卵流通統計遂 による。  

注）卸売価格はいずれも東京の価格を採用した。  

価格差＝即発価格一鹿家販究価格である。  

価格差率二価格差／卸売価格である。  

変動係数aは全対象親閲による計算。  

変動係数bは1990年による計算。  
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に変動係数が小さい。また卸売価格と鹿家販究価格との  

問で比較すると，変動係数は嫁軋 鶏肉では卸売価格よ  

りも農家脱党価格において小さいが，鶏卵は同程度もし  

くほ卸先価格においてやや大きくなっている。   

また近年の傾向として，価格差は豚肉では減少し，鶏  

肉・鶏卵では」こ昇している。また価格差率は，豚肉では  

艮期にわたって安定的であるのに対して，鶏肉・鶏卵で  

は価格差率が上界している。しかしいずれも1年という  

期間内での変動は小さい。   

飼料価格は，1986年に低下したものの棲めて安定的に  

推移している。   

次に，農家販売価格がどのように規定されているかを  

計数分析によって明らかにする。農家販売価格が，固定  

収入，卸死相格，1期前の農家販売価格，飼料価格に  

よって規蒐されていると考え，以下のような計測モデル  

を作成した。  

計測モデル  

PF＝α＋βPW＋γⅤ＋∂PF…1   

変数  

PF：農家擬死価格  

添字の－1は1糊敵（1月前）を嚢わす。  

PW：卸究価格  

Ⅴ：飼料価格   

そして，計測すべきパラメーターの窓昧するところは  

次の過りである。   

αは固定的利潤に関するパラメータである。固定的な  

収入の有無およびその大きさを意味しており，その符合  

はそれが凝家・来者のどちらに帰属するのかを意味して  

いる。   

βほ卸発価格変動による利益の箪受もしくは損失の負  

担に関するパラメーターである。具体的には，卸究価格  

の上昇によって得る利益と卸発価格の下落による損失を  

葱曝している。農家・業者間の州・種のプロフィット・  

シェアリングもしくはリスク・シェアリングの関係を教  

わすものである。その数値の大きさは，鹿家側の寧受・  

負担の割合を襲わしている。   

γは飼料価格変動の農家販売価格への連動性を教わす  

パラメーターである。その数値の大きさほ，農家側の宰  

受・負担の割合を襲わしている。   

♂ほ価格の硬直性に関するパラメーターである。その  

数億が大きいほど．農家販売価格は硬直的となることを  

意味する。   

このうちβとγについて習えば，中小家禽経常でほ  

所得率が低いため，投人物・産出物の低かな価格変動が  

非常に大きな所得変動を生むことになるが，βが小さく  

γが大きい下では，価格変動に伴う所得変動が磯部され  

ることになる。   

計測縛灘は衆2である。ただし物価上界の影響を考慮  

するため，消饗者物価指数を脱明変数に加えている。し  

たがってαには「定数項＋物価指数×物価指数のパラ  

メーター」が対応する。また系列相関を考慮して，酎朝  

方法にほ山磯化稔′ト自乗法（GLS）を用いた。酎測結果  

表2戯家販究価格規定紫園の分析  

幾章句  鶏卵  脱明変数  豚肉  

定数項   

卸発価格   

飼料価格   

鹿家販発価格（1期繭）   

消費者物価指数  

153．036  
（0．57）   

0．468  
（32」7）   

0．194  
（4．19）   

0．189  
（7．26）  

1．097  
（0，47）  

559．385  
（3．56）   

0．285  
（9．46）   

0．053  
（1．54）   

0．634  
（16．70）  

－5．610  
（4．09）  

43臥250  
（2．38）   

0．915  
（55、24）   

0．116  
（2．66）   

0．050  
（2．92）  

－7，110  
（・l．05）  

A即．R2  0．992  0．992  0．990  

D．W．比  1．97  1．79  2．15  

注）（）内ほt億である。  

消費者物価指数は，1985年＝100である。   
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泰a戯家販売価格規愛鷹瀾の比校   また『経営賽懇調査』によると，取引形態の内容は衆  

4，教5のようにまとめることができる。鶏肉でほ鶏卵  

よりも，取引内容において定額価格保証・所得保証の性  

格が強いと習えるであろう。これらは，金華形腰や取引  

形態の選択などの一種の制度選択の問題である。  

表4 ブロイラー沓鶏農家の生産物取引の内容  

単位：％  

規定賽陸‡  豚肉 絡肉  

α 固定的収入の有無  戯家  

β 卸価格変動の利益・リスク  両者  

γ 飼料欄掩変動の利益・リスク  鹿家  

ダ 価格硬敵性  中  

著
者
 
 

茶
業
 
 

者
家
家
、
 
 

楽
虚
像
パ
 
 

鯛
大
 
 は概ね良好であった助。   

計測結果をもとに，鹿家販売価格決定菜園について賓  

国ごとに特徴をまとめると衆3のようになる。   

固定的収入については，αの符合から，豚肉では鹿家  

側に発生しているのに対して，鶏軋 鶏卵では莱者側に  

発生している。   

卸価格変動による利益・扱失については，βの大きさ  

を比較すると，それが農家側に発生する程度は相対的に  

鶏卵で撤も大きく，豚肉がそれに次ぎ，鶏肉で敢も小さ  

くなっている。   

飼料価格変動による利益・損失についてほ，γの符合  

から3品目とも主に腿家側に発生していることがわかる。   

価格硬麗僧の程度ほ，相対的に鶏肉で敢も大きく，豚  

肉がそれに次ぎ，鶏卵では非常に小さくなっている。   

以上のように，晶日間で農家販死相格の決定構造には  

大きな相違がみられるのである。特に卸売価格の変動の  

利益の宰受・扱失の負捌こついて貰えば，豚肉では農家  

と楽者との間でそれちをシェアする形であった。鶏肉で  

ほ茶番が利益の箪受・損失の負担を行い，農家では固窟  

的な収入を得る形となっている。そして，鶏卵では農家  

が変動の利益の箪受・損失の負担を行い，来者は聞達的  

な販兜手数料を得る形となっている。   

これらはそれぞれの生産物の取引形態の相違を反映し  

ているものと考えられる。   

ところで，鶏肉と鶏卵における取引形態については集  

荷側からの闘恋（戯林水産省『流通構造邪恋』）と生産  

者側からの調査（慮林水産省『凝常爽態調査』）から知  

ることができる。  

『流通構造調査』によれば，鶏肉でほ炎荷先と処理場  

との間の取引関係でほ，委託生産と契約生産翫）とで  

57％を占め，またなんらかの価格保肛一所得保紀は5）を  

行っているものが7乙9％を占めている（1984年）。…方  

鶏卵では，粂将兼者が娘荷先に対して価格保証を行って  

いるものは全体の払2％であった（1985年）。  

1982  1967  

飼料と生産纏の取引先が同一   

鹿家に経営権があるもの  

敢低価格保証  

定額価格保肛  

数段契約  

その他  

7
 
4
 
4
 
6
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7
 
 
 

3
 
9
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だ
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O
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2
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資料：鹿林水産省『経骨構造調査』1987による。  

表5 採卵妾鶏農家の生産物取引の内容  

単位：％  

1982 1987  

飼料，卵の取引先が同一  

他社と取引しない約束がある  

資金融資  

技術相噂  

一定の価格補償  

雛の品質が決められる  

飼澄枝術の手引が配布される  

施設・機械の提供がある  

3
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資料：戯林水産省『経常柵造調査』1987による。  

このような差異の原園の一つにほ，農家販売版発段階  

から小売段‡潜までにおける生産物の加工度の差が関係し  

ているものと思われる。加工度ほ低い方から鶏卵，鶏肉，  

豚肉の順となる。   

加工度の低い鶏卵では，生産者による直販を含めて  

様々な形態の販売万感がとられており，それによって小  

規模鹿家の存続と市場流通によるローカルマーケットの  

存続が可能となっている。そして，生産慮家と業者との  

閥の契約については，業者が固定的な手数料を手にする  

委託手数料式が主流である 。山般に見られる，いわゆる  

「全盛価格－X円」という契約方式である。そして凝家  

の価格変動の対処は，生産物取引の申に直接には見られ   



木 霧  30  

位ごとの分析を行い，計4品目の分析である。データは  

いずれも198ト1990年の10年間の月別データであが絢。   

卸売価格データほ，豚肉についてほ日本食肉流通セン  

ター取り扱いのロースとカタの価格，鵜肉については日  

経発表のモモの価格，鶏卵については『鶏卵流通統計』  

の等級M，来賓の価格を用いた。   

小売価格データほ『′ト死物価統計綱教卒報』の東京の  

価格を用いた。対応する項目は「豚肉ロース」「豚肉カ  

タ」「鶏肉モモ」「鶏卵」である。   

前節と間接に，小党価格と卸兜価格との差を小発マー  

ジンと呼び，小売マージンの小売価格に対する比率を′ト  

発マージン撃と呼ぶことにする。   

それらの推移を‡対4～7に描いた。また，それぞれの  

基本統計澄を教6にまとめた。   

卸売価格はいずれも周期的な変動を示しているが，豚  

肉，鶏肉の小党価格は極めて家宝的である。そのため，  

小発価格の変ぬ孫数は，豚！札 鶏肉では変動係数が極め  

て小さい。また，卸売価格の変動孫数と比模すると，い  

ずれも小売価格の変動係数が小さいが，豚肉，鶏肉では  

著しく′トさいのに対して，鶏卵では卸売価格のそれと大  

差ほない。   

′ト売マージンは豚肉において近年上昇してきている。  

鶏卵でほ，小売マージンは小党マージン率とともに小さ  

い。／ト充マージン，／ト究マージン率の1990年での変動係  

数は嫁ロースでやや大きくなっている。   

次に，小党価格がどのように規建されているかを計数  

分析によって明らかにする。小発価格が，閣定収入，卸  

ず，安定基金などによっているものと考えられる。   

これに対して．加工度の商いブロイラーや豚は，流通  

チャンネルの申における加工の主体，場所，方法が艶姿  

となる。そして鶏卵に比して安窟的な取引が求められる  

ことになる。   

さらに豚肉では，いかなる形にせよ歴史的に卸売市場  

が槻能している。この場合，生産者と市場・肉簡は顔と  

顔との関係で結ばれ，複純な流通チャンネルを形成して  

いる。そして業者ほ宝率の手数料を受け取るという性格  

が強いのである。   

山方の鶏肉では，インチグレーターを中心として流通  

チャンネルが太く痩〈なっている。この場合，盆應技術  

のマニュアル化が進み，処秋コストの低減兢争が烈しい  

ため，個々の生産者逮はそのインテグレーダーの革柴展  

開の中で単なる飼育労働者になりつつある。そして農家  

の収入は安定化されている…方で，農家が薬者にリスク  

プレミアムを支払っていると理解することができる。   

ここで，取引形態の脱走粟園の全てを明らかにするこ  

とば困難であるが，それらの妥園が取引形腰の選択を通  

じて，結果として価格形成に彩管しているというメカニ  

ズムが存在していると習えよう。  

3．卸売】小売段階  

次に卸究一小売段階の分析を行う。   

豚軋 鶏肉，鶏卵それぞれの価格系列，マージン系列  

の動向を見てみることにする。なおここでほ，食肉は郡  

糾iヒ：千Pl／Kg  
2，2  

2   

1．e   

l．6   

1．4   

l．2  

1   

ロ．S   

臥6   

B．4  

マージン  卸売価格   

19引  

19S2 1993 198月 1985 1986 1997 19∈；8 1989 1998  

図4 価格系列の推移（卸発一小党段階：豚ロース）  
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単位：千円／Kg  
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図5 価格系列の推移（卸売一小党段階：豚カタ）  

単位：千円／Kg  
1．3   

1．2   

i，1  

1   

臥9   

臥8   
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図7 一紡格系列の推移（卸売－′ト究段階：鶏卵）  
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泰6 卸売－／ト完投階の基本統計澄  

鵜モモ  鶏卵  豚ロース   豚カタ  

卸売価格（円／kg）   

平均値   

変動係数a   

変動係数b  

小売価格（円／kg）   

平均値   

変助係数a   

変動係数b  

小売マージン （円／kg）   

平均倦   

変動係数a   

変動係数b  

小党マージン率（％）   

平均値   

変動係数a   

変動係数b  

576  240  

0．14  0．23  

0．07  0．17  

1，119  318  

0．05  0．18  

0．01  0．15  

543  78  

0．08  0．17  

0．08  0．14  

48．71  25．25  

0．11  0．22  

0．08  0．11  

1、235  

0．13  

0－15  

2，086  

0．03  

0．02  

82：∋  

し1．17  

0．19  

40．06  

0．18  

0，19   

685  

（1．1さ1  

0．16  

1．534  

0．0．1  

0．01  

850  

（）．10  

0．1（）  

55．58  

0．13  

0．10  

資料：卸究価格札 豚肉は日本食肉流通センター取り扱い価格，鶏肉は日経発衆  

価格，鶏卵は『鶏卵食風流過統計』の東京・M価格による。  

小発価格ほ『小売物価統計年報』各年版による。  

注）′ト売価格はいずれも東京の価格を採用した。  

マージン＝小売価格一卸売価格である。  

マージン率ニマージン／小売価格である。  

変動係数aは全対象期間による計算。  

変動係数bは1990年による計算。  

党価格，1親前の小売価格によって規定されていると考  

え，以下のような計測モデルを作成した。  

計測式モデル  

PR＝α＋βPW＋γPR血l  

変数  

PR：小究価格  

添字の－1ほ＝明酌（1月前）を教わす。  

PW：卸兜価格   

そして，針倒すペきパラメーターの憩味するところほ  

次の通りである。   

αは固定的収入に関するパラメーターである。固定的  

な収入の有無およびその大きさを意味しており，その符  

合はそれが莱者・消費者のどちらに帰属するのかを食味  

している。   

βほ卸価格変動による利益の箪受もしくは損失の負担  

に関するパラメーターである。具体的には，卸究価格の  

上糾こよって得る利益と卸売価格の下落による損炎を意  

味している。某省・消歎者問の－・種のプロフィット・  

シェアリングもしくはリスク・シェアリングの閣孫を襲  

わすものである。その数個の大きさほ，消費者側の寮  

費・負担の割合を表わしている。   

γは価格の硬直性に関するパラメーターである。その  

数億が大きいほど，′ト売価格は硬直的となることを意味  

する。   

計測結灘は衆7である。前節と同様に，物価上昇の影  

響を考慮するため，消費者物価指数を説明変数に加えて  

いる。したがってαには「宝数項＋物価指数×物価指  

数のパラメーター」が対応する。そ・して計測方法にほヤー  

般化液小自乗法（GLS）を用いた。計測端牒は概ね良好  

であった。   

計測結果をもとに．小売価格決麗姿因について要園ご  

とに特赦をまとめると衆8のようになる。   

固愈的収入については，αの符合から薬者側に翼優し   
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寮7 ノト発価格規定賓l当の分析  

脱明変数  豚ロース  推力夕  鶴モモ  鶏卵  

定数項   

卸売価格   

小売価格（1期駒）   

消教者物価指数  

77．364  65．999  14．475  42．995  
（1．36）   

0．052  
（4．49）   

0．896  
（37．03）   

0．740  
（1．66）  

（1．02）   （0．75）   （1．41）   

0．770  
（28．69）   

0暮268  

（9．91）   

0．060  
（0．22）  

0．102  
（5．22）   

0．850  
（29．49）   

0．942  
（1．83）   

0．057  
（4．56）   

0．931  
（59．73）   

0．283  
（2．23）  

A印．R2  0．957  

D．W．比  1．95  

0．964  0．986  0．972  

2，00  2．03  1．98  

注）（）内ほt倦である。  

消費者物価指数は，1985年＝100である。  

寮8 ′ト売価格税吏繋園の比較  

規定要因  豚ロース  推力夕  鶴モモ  

αl独走的収入の有無  大  大  ノJ、  

β 卸価格変動の利益・リスク  消資者  消饗者  消費者  
γ 価格硬直性  大  大  大  

ており，またその大きさは相対的に，豚肉で大，鶏卵で  

申，鶏肉で小である。   

卸価格変動による利益・損失については，βの大きさ  

を比較すると，それが消饗者側に発生する程度ほ相対的  

に鶏卵で大きく，豚肉・鶏肉では小さい。   

価格硬敵性の程度は，相対的に豚肉・鶏肉で大きく，  

鶏卵では小さくなっでいる。   

4品目の問の以上の相違を山嘗で貰えば，食肉（豚  

肉・鶏肉）と鶏卵との相違ということになるであろう。  

さきのβの大きさから判断すると，卸究価格の小売価  

格への反映の程度については，卸売価格100円の変動に  

対するノト売価格の変動額は，鶏卵では77円であるのに対  

して，豚肉・鶏肉では機か5～10円である。   

これは，独占市場の分析で用いられる右下がりの個別  

覇要曲線を想愛しても，豚肉・磯肉の小売価格は卸兜価  

格の変動に対して非感応的であると酋えよう酎）子細。   

このような食肉と鶏卵との相違，とくに価格の硬直橡  

と伸縮慄の相違はどこから生じるのであろうか。   

まず，市場構造に大きな相違があるとは考え難いし，  

また小売楽の店舗数や店舗形態に関しても大きな差ほな   

いほずである。   

でほ，消黎者が得る商品に関する憎経という点ではど  

うであろうか。少なくとも価格憫報に関しては大差はな  

いほずである。しかし，同じ情報でも品矧潜報に関して  

は大きな差があると考えられる。締周のところ，商品と  

しての性質の相i乳 消費者の商品に対する知独の相違と  

いったものが大きいものと考えられる。すなわち，山故  

に消費者の知撒は鶏卵に関しては激怒で，食肉に関して  

は乏しい。また，それを逆の衝から貰えば，規格化の程  

度が鶏卵において進んでおり，食肉において進んでいな  

いということである。またこれほ′ト売薬者と消費者の聞  

の情報の非対称性の問題でもある。   

各種の調査によれば，実際に消費者は食品購入のうち，  

とくに食肉と鮮魚の購入に際しては，他の食品に比して  

品質や新鮮さを貌祝していることが示されている胸）。  

つまり消費者は，食肉の品質に関して不完全情報の下に  

あり，購買にあたってはそのような品繋惰報を探魔と経  

験によって独得しようとするのである。しかし情報収先  

にはコストを要するため，その節約を図ろうとし，消資  

者は食肉に関して「侶用できる店舗」を望んでいるので   
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の程度の相違から，「鶏卵よりも食肉において小売  

市場はより独お酌である」ことを必ずしも意味し  

ない。それを判断するには常賓側の分析を待たね  

ばならない。  

8）マージンの大きさについては，固定的な梓乳 価  

格弾力性尊から脱明されることが多いが，ここで  

はまず小発価格の硬遮性を問題にしている。  

9）農林水産省『粥饗者モニター調査』などによる。  

10）「顧客市乳についてはオークン6）を参照。さらに  

この問題に関わる食品小売市場での消饗者行動，  

価格の硬魔性，不完全憫軋 顧客市場についでは  

木綿6）を参照。  

11）一つの方向として推測的変動分析が考えられる。  

絆しくほ岩田3〉を参照。その農薬経済分蘭での応  

用についてほ鈴木8）を参照。  

ある。山九 小死某者にとっても取引が反揺される潜在  

性故に顧客は価値がある存在なのである。そして一 死手  

と買手の閏で緻続約な取引が選択され，少なくとも食肉  

ではオークンの「発憤各市場」に近い市場が形成されてい  

ると理解することができる。そして「顧客市場」におい  

ては，消費者の価格に対する反応は非対称であるため，  

価格硬直性が生み出されるとされているは柑）。  

4．結  語  

本稲は，申ノト家畜生産物の流通段階別の価格形成につ  

いて分析を行ってきた。   

段l将別の価格形成は，生産一朝慨段階（鹿家販完備  

格）では取引形態が反映しており，卸光一小党段階（小  

党価格）でほ情報に不完全性に関連した商品称性が反映  

していたと考えてよいであろう。   

今後の殊遇としては，小党市場における裾賽側の貿瀾  

を検討する必栗がある狂11）。また分析対象期間をさらに  

過去に遡って延成し，撲期的な視野で中小家畜生産物の  

流通構逓にどのような変化があったのかを検証する必革  

もあろう。これらの練遷に関しては稲を改めたい。  

要  約  

豚‡札 鶏肉，鶏卵について，流通構蔑と段階別価格形  

成の相互関係について研究した。   

まず，農家販売価格が，園愛収入，卸発価格，価格碓  

政性，飼料価格によって規定されていると想定した。そ  

してそれらの影響を酎倒した。   

次に，小売価格が閲蒐収入，卸売価格，価格硬直性，  

によって規定されていると想定した。そしてそれらの影  

響を酎瀾した。   

主賓な結論は以下の通りである。  

1．膿家と薬者の取引構遷が戯家販発価格形成に彫轡  

している。   

2．消費者の有する商品の晶璽に閲する憫報が小売価  

格形成に影響する。豚肉と鶏肉の場合にほ，願客市  

場が成立している。  

注   

1）中小家畜経常における規模の繚乱 技術選汎 糀   

用労働帝人，品質選択の問題については，木南5〉   

を参照。また，生産構造については石田・木南2）  

を参照。  

2）敢近の畜産物の段階別価格，流通マージンの既存   

の研究については，石田1），杉山7）などを参照。  

3）計測にほ，統計ソフト「マイクロAGNESS」（千  
米大学稲紫弘道氏作成）を用いた。以後の計測も  

同様である。  

4）委託生産とは，生産者にもと雛を無償で供給し，  

生渡されたブロイラーの羽数に応じて労働報酬を  

支払うものである。契約生産とは，もと雛ほ生盛   

者が負担し，処理場が買い取った羽数に対して代  

金を支払うものである。  
5）所得保経とは，土地，建物，資材一 労働琴の生産  

者と生産費託者双方で提供しト生産費に見合った  

一定の所得を委託者が保証するものである。  

6）なお，1981年のデータについてほ10～12月の3カ  

月分である。  

7）ただしこのことは，脚光価格の小党価格への反映  
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